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令和３年度第３回健康福祉推進委員会 質疑事項  
１．基本理念について 
１ 
質疑 第３次地域福祉計画・地域福祉活動計画 の基本理念につい

て、基本理念に「誰もが、ともに生き、ともに安心して暮らす

ことのできる地域社会づくり」のようにして「誰もが」を追記

できないか？ 
要旨 基本目標の各項目に「誰もが・・・・・」が入り、地域福祉が

身近に感じる表現になって良かったと思う。基本理念にも「誰

もが・・・・・」が入るとより一層受け止めやすくなるのでは

ないかと思われます。  
２．基本目標１について 
１ 
質疑 基本目標１の重点施策「（２）地域福祉活動の担い手を育成し

ます」の市の取り組み「福祉への理解や福祉教育を促進しま

す」に、「市民大学や高齢者大学を利用した学習や活動の充実」

の項目を追加したらどうでしょうか？ 
要旨 市民大学や高齢者大学での学習に「福祉教育」を充実させて、

地域の担い手の育成につなげて欲しい。学習の他にボランテ

ィアなどの活動も行われており「地域福祉」の内容を含めるこ

とも良いと思います。又、卒業生が組織している「校友会」な

どの組織と連携して活動を継続・充実することも可能です。  
３．基本目標２について 
１ 
質疑 基本目標２の重点施策「（２）世代を超え、誰でも参加できる

身近な地域活動の充実を図ります」の社協の取り組み「小地域

福祉活動を推進します」に「ふれあいいきいき喫茶」の活動の

取り入れと推進を入れて欲しい。 
要旨 社協が支援している「ふれあい・いきいきサロン」は６３ケ所

で開設されており成果を上げているが、簡単に出会いの場づ

くりができる「ふれあい・いきいき喫茶」を新設して、気軽に

集まり、交流ができる場づくりを集会所などを利用してでき

ると良いと思います。    
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２ 
質疑 基本目標２ 誰もがお互い様の気持ちで支え合う地域づくり

について 
「（１）地域にあった支え合いの構築を図ります。」について 
地域交流の場として空き家の利用等のお考えがあるかお聞か

せください。 
要旨 新興住宅地には地区に会館等がなく、室内での活動にはコミ

ュニティセンター等を利用する事になります。徒歩では健常

者で３０分以上かかる距離にあります。「ちょっとお茶のみが

できる」、「井戸端会議ができる」、「ふらっと寄れる」そう言う

場所が地域内にあれば、顔見知りの関係を築け、さらには地域

で支え合える体制作りに繋がっていくと思います。  
４．基本目標３について 
１ 
質疑 基本目標３の重点施策「（１）複雑化・複合化した生活課題に

対応するため、包括的な相談支援体制を構築します」の社協の

取り組み「総合相談機能を強化します」の具体的取り組みに

「相談内容に応じた相談窓口の明確化と専門職による総合的

な相談支援の仕組みづくり」を追加して欲しい。 
要旨 福祉や生活などで困った時に「どこに相談に行けば良いか分

からない」ということを聴きます。相談する内容ごとの相談窓

口が明確になっていれば安心できると思われます。また、複雑

化・複合化した生活課題には専門職による総合的な相談体制

のしくみづくりも重要と思います。  
２ 
質疑 基本目標３の重点施策「（３）個々の活動をつなぐ仕組みをつ

くります」の市の取り組み「地域福祉に関わる関係機関との連

携強化を図ります」について、「関係機関」では無く「地域の

担い手」としたらどうですか？ 
要旨 「関係機関」の表現は分かり難いので「地域の担い手」とし

て、民生委員はもとより自治会・町内会や隣近所、ボランティ

アなどが含まれる表現が良いと思います。地域の表現の中に

は「自治会や町内会」の役割が多いと思われますが、この部分

の記述が計画の中に少ないように感じます。    
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５．基本目標４について 
１ 
質疑 基本目標４の重点施策「（１）災害の備えや地域の見守り体制

を強化し、孤立しない地域づくりを行います」の社協の具体的

取り組み「あんしんカードの設置を推進します」について、全

戸配布にしたらどうか？ 
要旨 「あんしんカード」は、以前から民生委員の方からの利用促進

が行われて良い取り組みと評価しています。救急の場合に玄

関に置いて、見て貰えて助かったという話を聞きます。予算的

に問題があるのであれば自治会ごとに必要数の配布を希望し

ます。  

２ 
質疑 基本目標４ 誰もが安全で安心して暮らせる地域づくり 

（２）住み慣れた地域で自分らしく生活を送るために、福祉サ

ービスの充実を図ります。 
「【市の取組み】交通弱者対策に取組みます。」について 
市内の公共施設、病院等に行くためにはデマンド利用でも複

数回の乗り換えを要する地域についてのお考えをお聞かせく

ださい。 
要旨 支所では用が済まず、市役所へ行く機会が増えたり、新久喜総

合病院に通院されている方々が大変不便を感じておられま

す。菖蒲からは新久喜総合病院に行けるようになったとのこ

とですが、栗橋からも乗り換えなしで病院、公共施設に行ける

ように、または本数は少なくともコミュニバス等の運行が必

要と思われます。  
３ 
質疑 常日頃から何かあったら助け合える関係 

まだ出来ていない「自主防災組織」の立ち上げを！ 
令和４年４月は、新区長の選任でもあり、行政の働きかけをお

願いします。 
要旨 コロナ禍で、社会生活様式が一変した中で、いろいろな場面で

活用できる「自主防災組織」ネットワーク（連絡・通報・情報

の共有）の確立が必要です。高齢者一人住居・障がい者等の人

の手が必要とする人達が増えています。緊急時のスムーズな

対応（搬送・避難・誘導）が出来るよう、事前に地域全体の実

情を把握しておく事が大切です。合わせて漏れのない協力体

制が重要です。  


